
はじめて使う場合

カードラリーGIFU　提出用ファイル作成ツールを「はじめて使う」場合
　ここでは、「カードラリー岐⾩（マクロ）̲2025̲0225.xlsm」（※）を起動　〜　提出⽤ファイル出⼒までの作業を簡単に説明します。

（※）︓ツールファイル名は2025年3⽉1⽇時点でのファイル名であり、VerUP等により実際とは異なる場合があります。

　作業途中で必要となるHamLogQSOデータ（CSVファイル）は、マニュアル「ツール起動前に実施」を参照し取得するようお願いします。

【起動】「カードラリー岐⾩（マクロ）̲2025̲0225.xlsm」　を選択し起動（ツール画⾯を表⽰）します。

左記フォルダは、マニュアル「ツール起動前に実施」
におて作成した事例です。

・表示された画面より、「カードラリーツール起動」ボタンをクリックしツール画面を表示させます。
　　　　説明の都合上、画面の一部分の表示となります。

【CardRallyGIFU（申請者用）画⾯表⽰】
各画面等の説明は、　マニュアル「各画面シート説明」のページを参照してください。

（１）取得した「カードラリー岐⾩2025\HamlogCSV」フォルダにあるCSVファイルを読み込むため、
　　　　　「HamLogQSOデータ取得（準備作業）」ボタンをクリックします。
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はじめて使う場合

（２）「カードラリー岐⾩2025\HamlogCSV」フォルダにあるCSVファイルを読み込みます。
①　「HamLogQSOデータ取得」ボタンをクリックし、「カードラリー岐⾩2025\HamlogCSV」フォルダから取得済のCSVファイル
　　を選択します。（例︓2025̲TEST-LOGLIST-5⽉.csv）

※︓ファイル取得部分の詳細は、マニュアル「OnlyOne出⼒⼿順」、「複数メンバー選択出⼒⼿順」を参照願います。

②HamLogQSOデータが取得完了すると、上記「事前準備」画面は閉じられ、
  「カードラリーQSOデータ」と「申請⽤データ（例︓申請⽤̲250362155）」シートが追加となり、

　取得した情報を「CardRallyGIFU（申請者⽤）」画面内に表示します。

※画⾯情報は、マニュアル「各画⾯シート説明」の１．１．CardRallyGIFU（申請者用）画⾯参照

《画⾯表⽰内容を確認し次の作業へ進むかの判断》
　現状のカードラリーメンバー局毎の合計ポイント、総合計ポイントを把握し、事務局への提出するだけのポイントが在るか、次の作業へ
　進むかの判断をし、ここで終了する場合は、「閉じる」ボタンによりツールを終了し、元のエクセルファイルを閉じます。
　この先の手順では、カードラリーメンバーのうち、合計３１ポイントを超えるメンバーを１局選択し、提出⽤ファイルを作成するまでを
　ボタン操作を中心に簡単に説明していきます。
　詳しい手順等は、マニュアル「OnlyOne出⼒手順」、「複数メンバー選択出⼒手順」を参照願います。
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③作成例として、OnlyOne提出できるポイント数（※）に到達しているメンバー局（⾚丸）をピックアップしたのが下図です。
　※︓2025年の場合、提出には３１ポイントが必要となり、交信数＋P-UPの合計が３１ポイント以上が対象となる。
　　　　全体では、交信数、P-UPの総合計は４４１ポイントとなってます。

（３）OnlyOneで提出する局の交信データを選択し、絞込後申請⽤データシートを作成し提出⽤ファイルを作成、保存します。
選択例を「JE2RPY」局とし、提出用ファイルを出⼒するまでを、ボタン操作を中⼼に説明していきます。

①対象メンバー局「JE2RPY」のみを選択した状態するため、　右下の「全解除」ボタンクリック後、「JE2RPY」局に✔を入れます。
　　画面表示が「JE2RPY」局のみに✔が入った状態となります。

②「絞込実施」ボタンをクリック
　　絞込後申請⽤データシート欄に絞込後のシート名が表示され、シート（例︓申請⽤̲2503062314」）が追加されます。
　　JE2RPY局のみが設定された申請⽤データシートができ上りました。

③「提出⽤ファイル出⼒画面表示」ボタンをクリック
　　結果、「提出⽤ファイル出⼒」画面が表示され、申請回数（今回は1回目なので１）を指定し、
　　「提出⽤ファイル出⼒」ボタンをクリックします。
　　上記②で作成された申請⽤データシートから情報を抽出、編集して提出⽤ファイルを作成します。

初めて提出用ファイルを
作成するので
ここに 「1」 を⼊⼒ 後

「提出用ファイル出⼒」
ボタンクリック
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④画面上に新しいExcelのブックファイル（Book1）保存画面が出現します。
　事前に準備した「提出ファイル」フォルダにファイルを保存します。

⑤保存すると「提出ファイル出⼒」画面に戻ります。

　「閉じる」ボタンで　前画面に戻ります。

⑥これで1つ目の提出⽤ファイル出⼒が終わりました。
　このまま（２）②の「CardRallyGIFU（申請者⽤）」画面まで戻り以下の操作を⾏います。
　終了せず、続けて他のメンバー⽤の提出⽤ファイル作成を実施することも可能です。
　今回例では、ここで作業を終了することとし、「閉じる」ボタンによりツールを終了⇒マクロ（EXCEL）ファイルを閉じます。
　
この後は、事務局へ提出⽤ファイル申請手続き（振り込み、ファイル送付）です。

（４）提出⽤ファイル出⼒後にやること
①ファイル名の変更
ここでは、出⼒されたファイルをそのまま保存したため、保存後ファイル名変更を⾏います。

（（２）④の保存時にファイル名を変えて保存しておくことも可能です）

ファイル名には特に命名規則はありませんが、
提出を受けた事務局では、ファイルの送信者が判らなくなるため
左図のように、ファイル名に「JA2〇〇〇̲1回目.xlsx」と
コールサイン、何回目の提出であるかを判り易くしてます。

ファイル名変更実施
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②出⼒内容の確認と各申請情報の編集
　予め、ツールに在るシート「CardRally2025」に申請者情報を設定してあればその内容を確認し、
　申請者情報、申請日等を訂正することができます。
　以下は上記例で作成した提出⽤ファイル情報です。

以上で　ツールの起動から提出⽤ファイル出⼒までの簡単な手順説明を終わります。
操作に慣れたら、他のマニュアル「OnlyOne出⼒手順」、「複数メンバー選択出⼒手順」を参照して本ツールを使いこなしてください。

・申請者情報、申請⽇が合っているか
・申請料⾦⽀払⽅法の選択されているか
の確認と訂正を実施。

・データが間違いなく記載されているかの
チェックを実施。
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